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近年、食品加工技術の進歩、外食・食品産業
の発達、食の簡便化などにより、食生活は伝統
的な米を中心とした和食から、畜産物や油脂類
を多く含む欧米食に変化しクつぁる H)。この
様な変化に伴い、子ども達の食習慣の変容によ
る健康ヘの影響が指摘されてぃる5・6)。
また、生活の夜型化により、深夜までのテレ
ビ視聴やテレビゲーム遊び、夜遅くまでの塾通
いなどの影響で、大人と共に子どもにも朝食の
欠食が増加している。就寝時間が遅くなると、
夜間の空腹感を満たすため就寝前に夜食を摂る
ことが多く、朝起きても食欲がなく、朝食の欠
食ヘの関連が危倶されてぃる'・幻。また、塾通
い等により夕食時間が遅いことや、核家族化、
共稼ぎ家庭の増加などから、孤食の子どもが多
<、ともすれば栄養のバランスに欠けた、朝食
の欠食が多い傾向にある。
食の欧米化、問食の増加、身体活動量の減少、
夜型生活などにより、.子ども達の間に生活習慣
病の発症要因のーつである肥満あるいは肥満傾
向児が増加しつつある。その一方で、痩せも増
加しており、特に若い女性の多くは痩せ願望に
より過度の摂食制限を行い、不健康な状態にな
りがちである。従って、小児期から生活習慣病
を予防し、心身共に健康であるためには、適切
な食事習慣と運動習慣を身につけることが重要
である 1.フ.8〕。
そこで、本研究では、小学5年生を対象に、
体格指数山MI,肥満度,体脂肪率)に注目し、
、
食事習慣、運動習慣の影響の有無について検討
した。さらに、食事習慣、運動習慣の改善、あ
るいは生活習慣病の予防に有用な対策について
も考察した。
方法
平成12,玲,14年度に新潟県内の一農村で実
施された学童の健康づくり事業に参加した小
学5年生児童全員(男女各々、 166名,170名)
を対象とした。検査項目のうち、身体計測値
(身長,体重)、体脂肪率、血清脂質(血清総コ
レステロール: TC,中性脂肪: TG,高密度りポ
蛋白コレステロール:HDLC)、血液検査値(ヘ
モグロビン: Hb,ヘマトクリット: nt,血清鉄
Fe)を検討に用いた。また、身長と体重から
肥満度(obesity lndex):箕輪法(実測体重一
標準体重)/標準体重X I00、体脂肪率(Fat%
タニタ製)及びBody MasslndeX 佃MD :体
重(kg)/身長(m)'を算出し、検討に用いた。
食事習慣、運動習慣については、保護者の協力
によるアンケート方式で実施し、朝食、夕食、
夜食、緑黄色野菜、牛乳、揚げ物、果物、おや
つ(休日)の摂取頻度および運動、外遊びの頻
度について検討した。
体格指数田MI,肥満度,体脂肪率)の分類
は、各々の数値から四分位数を求め、数値の低
い者から大会者の順に 1、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの4群に
分け、 1群を低値群、Ⅳ群を高値群とした。低
値群、高値群を異常であると判断するのではな
く、生活習慣病を予防する目的として、低値群、
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高値群である者が、どの様な生活習慣の特徴を
持つのかを調ベ、予防対策を講ずるために、各々
の群の食事習慣の特徴及び、それ以外の食事の
摂取頻度の状況について比較検討した。統計
学的検討にはS加dent・t検定、χ'検定により、
Pく0.05 を有意とした。
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結果
(1)各指標の平均値、標準偏差と全国値との
比較(表1)
男女児別に身長、体重、胆満度、 BMI、体脂
肪率、 TC,TG,HDLCの平均値と標準偏差を算
出し、全国値と比較した。
男児の身長、体重の平均値と標準偏差は、各々
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土 8,4Cni,37.7 土 97k宮に比ベ、やや低い傾向
にあった。 BM1は 18.4 土 3.5 で全国値の 183
士 3.1とほぽ一致していた。 TC, HDLC は各々、
176.5 土 276mg/dl,638 土 133mg/d1 で、 TC
は全国値 1727 土 282血宮/田に比ベ、やや高く、
HDLCは全国値の648士巧3mg/田に比ベて
やや低値傾向にあった。
女児の身長、体重の平均値と標準偏差は、各々
1416 土 7,1Cm,35.7 土 8.okg で、全国値 IU3
土 77Cm,38.0 土 88kg に比ベ、やや低い傾向
にあった。 BM1は 177 土 29 で全国値の玲.1
土 29 に比ベ、やや低か0 た。 TC, HDLC は
各々、 1812 土 30.8mg/dl,639 士 123mg/田で、
TC, HDLC の全国値 1729 土 287mg/dl,61.7 土
132mg/田に比ベてやや高値傾向にあった。
以上の結果、男女児ともに全国値に比ベ、
身長、体重がやや低く、男児の TC は高.い、
HDLC は低い傾向にあり、女児のTC, HDLC
はやや高い傾向にあることが示唆された。しか
しながら、いずれの指標も全国値との間に著し
い差はなかったことから、本研究対象者は特殊
な集団ではないことが推測された。
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(2)食事習慣、運動習慣の特徴(表2)
男女児の食事習慣、運動習慣の特徴を比較し
た結果、休日におやつを「毎回食ベる」と答え
た女児".1%は、男児の229%に比ベ、有意に
高値であったが、その他の項目間に有意な差は
認められなか0た。
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(3)男児の体格指数の低値群と高値群の特徴
(表3-1、 3-2、 33)
表には示・さなかったが、各々の体格指数の四
分位値により低値群から高値群までの4群に分
け、各群のそれぞれの指標について比較検討し
た結果、 BM1による分類の4群の身長,体重、
肥満度、体脂肪率、 Ht, TC, TG, HDLC に、'肥
満度による分類の4群の体重、 BMI,体脂肪率、
TC, TG,HDLC に、体脂肪率による分類の4群
の体重、肥満度、 BMI, Ht, TC, TG, HDLC に
有意な差が認められた。
そこで、イ本格指数の上昇を抑制する要因を見
出すことを目的として、特に、低値群と高値群
に注目して、両群の指標がどの様な特徴を持つ
TC (mψdl)
TG (mE/dl)
Fヨt %
57.9
0.
1.8
140.5
30.3
15.3
HDLc m /dl
35.0
* P く0.05,将 P くQ01
28.6 *
1叫,3 嚇
41
*
14.8
13.0
38.9
6.5
4.4
0.9
11.フ**
3-3
97.6
141.0
46.5
23.1
170.0
745
倩
2B
身長(om)
体重(陀)
肥満度(0雌))
BMI
0.9
2.6
69.2
42)
36.0
273
13.3
39.フ
29
44,3
6.8
87 *k
2.8 秤
Hb (mrdl)
Ht (%)
ヒ
闘3
126
188.3
1444
F
TO (mψdl)
TG (mψdD
5.8 "*
低(L (41)
m
0.6
1.フ
599
139.8
324
-48
16.4
d1
HDLc m /dl
34.4
26.2 *ー
105.0 秤
* P く0.05,** P くQ01
13.0
38.フ
フ.2 '
6.フ
11.5
22
のかについて比較検討した。
女児の体格指数の2群間の各指標を比較した
結果、有意な差は認められなかったことから、
男児の結果についてのみ表に示した。
男児のBM1の高値群の身長、'体重、肥満
度、 HT, TC, TGは低値群の各値に比ベていず
れも有意に高く、 HDLCは有意に低かった(表
3-1)。胆満度の高値群では低値群に比ベ、体重、
BMI,体脂肪率、 TC,TGが有意に高く、 HDLC
は有意に低かった(表3-2)。体脂肪率の高値群
の体重、肥満度、 BMI, TC, TGが低値群に比
ベ、有意に高く、 HDLCは有意に低かった(表
3・3)。
以上のことから、 BMI,肥満度、体脂肪率の
高値群では低値群に比ベ、その他の体格指数、
TC,TG も共に高値であることが示された。
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そこで、 BMI、肥満度、体脂肪率の低値群と
高値群の間で、どの様な生活習慣(食事習慣、
運動習慣).の特徴があるのかについて更に比較
検討し、その結果を以下に示した。
毎日 9 22.0 ・19 45.2
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(4)体格指数の低値群と高値群の食事習慣の
特徴(表4-1,42,43)
BM1の低値群と高値群で、朝食に野菜を毎
日食ベる者は、各々 238%,47.6%で、夕食に
蛋白質性食品を毎日食ベる者は各々、認.1%,
田9%であり、いずれも高値群で有意に高かっ
た(表41)。また、低値群と高値群で、夜食を
毎羽食ベる者は各々、 21.4%,2.4%、休日にお
やつを毎回食ベる者は、 357%,143%で、いず
れも高値群で有意に低かった(表4D。
肥満度の低値群と高値群では、朝食に野菜を
毎日食ベる者は各々、 22.0%,429%で、高値群
で有意に高く、揚げ物を毎日食ベる者は、両群
で各々、 34.1%,95%、休日におやつを毎回食
分
の
65.9
(%)
吉
人数判ム(%)人数 1ム%
日でない
34
官吉の
81.0
27
*
65.8
の
べる者は、 34.1%, H3%で、高値群で有意に低
かった(表42)。
体脂肪率の低値群と高値群では、朝食に野
菜を毎日食ベる者は、 22,0%,452%、夕食に蛋
白質性食品を毎日食ベる者は、各々、 34.1%,
619%で、いずれも高値群で有意に高かった(表
43)。
以上の結果から、.BMI、肥満度、体脂肪率の
高値群では、蛋白質性食品、野菜の摂取頻度が
高く、揚げ物、おやつ、夜食の摂取頻度が低い
ことが関係している可能性が推測さ.れた。
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表5-3 男児の揚げ物の摂取と他の食事習慣の関係
*
(5)体格指数の低値群と高値群の食事習慣で
有意差の認められた食事習慣項目と他の食
事習慣との関係(表5~9)。
表41,42,43で有意な差力靖忍められた食事
習慣について、その食事習慣の影響かあるいは
他の食事習慣の影響との複合的な影響による可
能性について検討した(表5、 6)。
夕食時
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果毎日 27 62.854 44.6
項目
*: P く0.05
毎日
分類 人数割合偶)人数割合(%)
日でナ'い
1)朝食時の野菜の摂取と他の食事習慣項目と
の関連性(表5、D
朝食に野菜を毎日食ベる者と毎日でない者
で、朝食に蛋白質性食品を毎日食ベる者は、各々
509%,24.8%、夕食に野菜を毎日食ベる者は、
75.5%,319%、緑黄色野菜を毎日食ベる者は、
27 62.8
15 34.9
53 43.8
566%,168%、牛乳を毎日飲む者は、 472%,
31.0%であり、いずれも有意な差が認められた。
以上の結果、朝食に野菜を毎日食ベる者は、
毎日でない者に比ベ、朝食に蛋白質性食品、タ
食に野菜、緑黄色野菜、牛乳の摂取頻度が高い
ことが示唆された。
66 斜.5 *
2)夕食時の蛋白質性食品の摂取とその他の食
事習慣項目との関連性(表5②
夕食に蛋白質性食品を毎日食ベるものと毎日
でない者の他の食事習慣のうち、朝食に蛋白質
性食品を毎日食ベる者は、各々、 58.0%,83%、
夕食を毎日食ベるものは、 938%,75.0%、夕食
に野菜を毎日食ベる老は 642%,27.4%、緑黄
1
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罰厶
向」
同L
?
?
?
」
6-1
夕食 毎日 41 60.9 126 88.1
_________,______亀日'豆なN、 9 39.1 17 11.9 将
、語や;づ1床百丁、幕白一、、、、、、、、、、'、乃一、1テ忌、ーー巨ラ、、、i吾'.百、、ー、ー
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の
目
**:P く001
の
分類
色野菜を毎日食ベる者は383%,202%、牛乳を
毎日飲む者は45.フ%,262%、揚げ物を毎日食
べる者は器3%,190%、運動を毎日する者は
926%,786%であり、'いずれ、有意な差力靖忍め
られた。
この結果、夕食に蛋白質性食品を毎日食ベる
者は毎日でない老に比ベ、朝食に蛋白質性食品
と夕食の摂取頻度が高く、夕食に野菜、緑黄色
野菜、牛乳、揚げ物の摂取頻度が高く、毎日運
動する者の多いことが示唆された。
6-2
の
人
日でナ'い
夜食
項目
の
割合御人数害1合偶)
**:P く0.01
の
つ
12 521
日でよい
毎日
分類
日の
ナ'い
1 1 1
人数割合(%)人数割合(%)
日
3)揚げ物の摂取とその他の食事習慣項目との
関連性(表5.3)
揚げ物を毎日食ベる者と毎日でない者の他の
食事習慣項目の摂取頻度の比較から、夕食に
蛋白質性食品を毎日食ベる者は、各々_、 62.8%,
438%、果物を毎日食ベる者は、儒8%,446%
であり、いずれも有意な差力荒忍められた。
以上の結果、揚げ物を毎日食ベる者は毎日で
ない者に比ベ、夕食に蛋白質性食品の摂取頻度
が高いことが示唆された。
れ
フフフ
つ
の
27
28.9
毎日でない
71 1
**
の
ない者に比ベ、夕食の摂取頻度が低く、休日に
おやつを毎回食ベる者が多いことが示唆され
た。
1 1 1
9.8
902
5)おやつの摂取と他の食事習慣との関連性(表
6-2)
休日におやつを毎回食ベる者は、.毎回でな
い者に比ベ、夜食を毎日食ベる者は、各々、
289%,98%であり、有意な差力荒忍められた。
以上の結果から、休日におやつを毎回食ベる
者は毎回でない者に比ベ、夜食の摂取頻度が高
いことが示された。
**
4)夜食の摂取とその他の食事習慣項目との関
連性(表6.1)
夜食を毎日食ベる者と毎日でない者の他の食
事習慣項目の摂取頻度を比較した結果、夕食を
毎日食ベる者は、各々、 609%,88.1%、休旧に
おやつを毎回食ベる者は、478%,189%であり、
いずれも有意な差を示した。
この結果から、夜食を毎日食ベる者は毎日で
、
考察
食の欧米化やライフスタイルの変化、外食依
存傾向などの社会背景の中で、学童における偏
食や孤食、朝食欠食、栄養摂取の過不足、屋内
娯楽の多様性に伴う運動不足などの問題が生じ
14)。この様な生活習慣が成人後の生活ている
習慣病と関連している可盲旨性が危倶されている
5.田
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学童期は生活習慣の形成期で、成人期にも大
きく影響し、適正な習慣を身につけることが、
将来における疾病予防、健康増進の視点から重
要である"カ。しかし、この時期の生活管理は
保護者の指導に委ねられていることが多く、保
護者の生活習慣や食事習慣に関する意識や知識
が学童の習慣形成に与える影響は大きい"',')。
そこで、本研究では学童の肥満の予防対策を
見出すため、体格指数山MI,肥満度、体脂肪率)
0
?
??
の値の四分位数からそれぞれ4群に分け、最も
低値の群(低値群)と最も高値の群(高値群)
に注目し、各々の群の血清脂質値と血液性状の
特徴を捉え、食事習慣、運動習慣との関連性の
有無について比較検討した。
男女児の身長、体重、肥満度、 BMI、体脂肪
率、 TC,TG,HDLCの平均値と標準偏差を比較
した。その結果、男児の肥満度,BM1は女児に
比ベ有意に高かったことから、発育交差による
性差が出現していることが推測された。
肥満度、 BM1の平均値は、いずれも女児に
比ベ男児で高かった。全国多岐な規模で実施さ
れた児童生徒の健康サーベイランス事業によ
リ、小学5,6年生のBM1の平均値は男女児別、
学年別のBM1は、男児が女児より高値である
が、中学生以降では女児が男児より高く推移す
ることが報告されてぃる゜)。本研究対象男児
でも女児に比ベ、肥満度、体脂肪率が高く、男
女児の各値のレベルは我が国の小学5年生とし
て、全国値にほぼ近似しており、性差も同様の
傾向を示していたことから、調査対象として特
殊な集団ではない、と判断Lた。
男児のBMI、胆満度、体脂肪率の低値群と
高値群を比較した結果、各々の高値群で低値群
に比ベ、共通してTC,TGが高く、 HDLCが低
いことが推測された。
動物性脂肪の過剰摂取は、 TC,TGなどの血
清脂質値の上昇ヘの影響が示されており幼、
BMI、肥満度、体脂肪率の高値群で、 TC, TG
が高値を示した理由として、動物性脂肪の摂取
量が多い食事内容であること、が関連しているの
ではないかと考え、検討したが、いずれの高値
群でも低値群に比ベて、揚げ物、夜食、おやつ
の摂取頻度は低く、蛋白質性食品、野菜の摂取
頻度が高かったことから、これらの食事習慣が
単独でTC,TGの上昇に関連しているとは考え
られなかった。
HDLCは喫煙、肥満、運動不足、おやつの
過剰摂取などの因子によって低下することが知
られてぃる H)。本研究対象男児の.BMI、,巴満
度、体脂肪率の高値群で低値群に比ベ、 HD工C
が低値を示した理由について、両群のおやつの
摂取を比較したが、むしろ摂取頻度は低かった。
従って、おやつ以外の要因の関与が推測された。
ι
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また、体格指数の高値に関与する要因につい
ても、男児の低値、高値群の食事習慣の特徴に
ついて検討したが、低値群に比ベBMI、肌満度、
体脂肪率の高値群では、蛋白質性食品、野菜の
摂取頻度が高かったものの、揚げ物、おやつ、
夜食の摂取頻度は低かった。
学校保健統計調査によると、学童の身長、体
重は年齢別の平均値でみると年々、増加傾向に
あり、そのうち肥満傾向児の出現頻度は1970
年から 1995年までの25年間で2~3倍に増加
しており、特に、小5から中1の肥満傾向児の
出現頻度が高く、10人に 1人が該当している。
平成5年度の国民栄養調査によれぱ、おやつ
を食ベているのは317%、そのうちスナック菓
子548%,ビスケット・せんべい類416%,菓子
パン・ケーキ類316%であり、果物が減り、果
物ジュースカ吐曽えてぃる傾向にある W 。この
様な食生活の乱れが本研究対象男児の体格指数
の各指標の高値群の特徴ではないかと考え検討
したが、おやつの摂取頻度の関与は認められな
かった。
BMI、肥満度、体脂肪率の高値群では、男児
で朝食に野菜を毎日食ベる者は、朝食に蛋白質
性食品、夕食に野菜、緑黄色野菜、牛乳の摂取
頻度が高いことが示されが、これらの要因によ
る体格指数の高値ヘの関与は考えられないこと
から、他の食事習慣の複合的な関与の可能性を
考え、更に詳細な検討を行った。
その結果、男児で夕食に蛋白質性食品を毎日
食ベる者は、朝食に蛋白質性食品、夕食の摂取
頻度が高く、また、夕食に野菜、緑黄色野菜、
牛乳、揚げ物の摂取頻度が高く、毎日運動する
者も多かった。この結果のうち、夕食に蛋白質
性食品を毎日食ベる者のうち、牛乳を毎日飲む
者は45.フ%、,毎日でない者は262%、揚げ物を
毎日食ベる者は器3%、毎日でない者は 19.0%
であった。
牛乳には、学童の成長に必要な蛋白質、カル
シウム、ビタミン等が豊富に含まれているが、
飽和脂肪酸も多く含まれることからTC, TGを
上昇させることが知られている瑚。また、コ
ンプー杯程度であってもエネルギーが141kC田
あり瑚、給食以外で多飲することはエネルギ
ーの過剰摂取になり、倒各指数の上昇に関与す
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ることが危倶される。本研究では牛乳の摂取量
は調査項目にないことから、 BMI、肥満度、体
脂肪率ヘの関与を直接検討することは出来なか
つたが、牛乳は摂取量に留意しながら、学童の
成長に合わせた飲み方の適正な指導が重要であ
ると考えた。
揚げ物には、唐揚げ、コロッケ、天ぷらなど
様々な種類があり、カロリーが高く、用いる材
料によってカロリーは異なる。使用される植物
性油には、多価不飽和脂肪酸が多く、 TCを低
下させる均が、ヨ踊」摂取はLDLCを下げる効
果が抑制されたり、体内で過酸化脂質が生成さ
れやすくなる均。しかしながら、揚げ物によ
るBMI、肥満度、体脂肪率の高値群と低値群
の間に有意な結果は得られなかった。
禁煙、生活習慣病の学童期ヘの低年齢化と増
加には社会的背景が大きく関与していると考え
られる。子ども達の肉食好みが定着し、動物性
脂肪によるエネルギーの過剰摂取傾向にあり、
コレステロール値の上昇と肥満児の増加をまね
いている。生活習慣病の原因となる不適切な食
事習慣およびライフスタイルは、幼児期から小
学校低学年期に刷り込まれ、肉食、高塩分好み、
野菜を好まない食事習慣は、この時期に定着す
る功。従って、幼小児期に好ましい食事習慣
を定着させることは、将来の健康増進、疾病の
発症予防のための重要な時期と言える。 BMI、
肥満度、体脂肪率の高値では低値群に比ベ、蛋
白質性食品、野菜類、牛乳の摂取頻度は高かっ
たが、摂取量の調査はしていないことから、こ
れらの食事習慣の体格指数の高値ヘの関与につ
いては、今後の検討が必要と考えた。
BMI、肥満度、体脂肪率の高値群では、低値
群に比ベ、運動を毎日する者が多かった。小児
期に運動頻度の多寡によるBMI、肥満度、体
脂肪率ヘの影響については余剰なエネルギーの
消費を促進するという意味において有意義であ
ろうが、本研究対象男児のBMI、肥満度、体
脂肪率の高値群では低値群に比ベ、むしろ運動
頻度は高かった。従って、運動頻度の高いこと
がイ本恪指数の各指標の高値に関与しているとは
推測しがたい。しかしながら、体格指数の高値
群では低値群に比ベ、 TC, TGの上昇と HDLC
の低下を伴っていたことから、今後の各値の推
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移を観察する必要があろうが、小5男児を対象
として得られた本研究結果からは、中学生にな
つてからの急速な身長の伸びのための一過性の
エネルギー蓄積という生理学的減少と判断する
のが妥当ではないかと判断した。
結証
1. BMI、朋満度、体脂肪率の高値群では低値
群に比ベ、TC,TGは高く、HDLCは低かった。
2. BM1の高値群は低値群に比ベ、蛋白質性
食品、野菜の摂取頻度が高く、おやつ、夜食
の摂取頻度は低かった。
3.肥満度の高値群は低値群に比ベ、野菜の摂
取頻度が高く、揚げ物、おやつの摂取頻度は
低かった。
4.体脂肪率の高値群は低値群に比ベ、野菜、
蛋白質性食品の摂取頻度が高かった。
5.朝食に野菜を毎日食ベる者では毎日ではな
い者に比ベ、朝食に蛋白質性食品、夕食に野
菜、さらに緑黄色野菜、牛乳の摂取頻度が高
かった。
6.夕食に蛋白質性食品を毎日食ベる者は毎日
食ベない者に比ベ、朝食に蛋白質性食品、タ
食頻度が高く、また、夕食に野菜、さらに緑
黄色野菜、'牛乳、揚.げ物の摂取頻度が高く、
毎日運動する者が多かった。
フ.揚げ物を毎日食ベる者は、毎日ではない者
に比ベ、夕食に蛋白質性食品、果物の摂取頻
度が高かった。
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